
1 

 

令和 8 年地域井戸端会 報告書 

開催日時 令和 8 年 5 月 15 日(金)  18 時 30 分～20 時 20 分  

開催場所 波佐まちづくりセンター 参加人数 9 人 

出席議員  岡本正友・遠藤佑之・小川稔宏 

テーマ別に

出た意見 

【総務委員会】防災と避難行動計画について 

～災害が起きたらどうしますか？自分と家族を守るための行動～ 

・昭和 58 年災害では行政対応の不備で避難所開設の遅れ

や、警察、消防、自主防災組織の連携不足により避難者状

況 

・情報共有ができず混乱した。当時の反省から現在は集落単

位で一次避難場所を決めている。 

・夜間や早朝の時間を意識した防災訓練の必要性は指摘され

るが、日中の訓練が主となり地域行事と重なると参加率が

下がるという課題がある。 

・要援護では足が不自由な高齢者は自力避難ができない。自

主防災組織も高齢化し助けに行く側も高齢者という実態。

58 年豪雨の際も消防団が住民を運んだが消防団が頼り。 

・各町内会公民館の消火器を外に設置し、AED も寺や小学

校、詰所など計 8 箇所に設置され充実しているが、ハザー

ドマップ上では赤の危険地帯が多く、結局「自宅待機」を

選ばざるを得ない状況もある。 

【文教厚生委員会】子どもや高齢者の暮らしの困りごと 

・波佐小学校は全校で 11 名。うち 6 年生が 5 名、今年の新

入生はゼロ。保護者間でも「大人数の中で学ばせたい」と

いう意見と「少人数で手厚く見てほしい」という意見に分

かれており、慎重な議論が必要。 

・「コミュニティスクール」として田植え体験、神楽クラブ

など地域と学校が密接に関わっている。学校がなくなれば

地域の活気が失われるという強い危機感がある。学校統合

の基準は人数だけでなく通学距離や時間も考慮されるべき

だ。 

・浜田市内には約 170 名の不登校児童がいる。波佐のような

自然豊かで地域が見守る環境は、不登校の子どもたちにと
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って「行きたくなる学校」になり得る。「特認校」として

指定し、市街地の子どもを呼び込む逆転の発想が必要。 

・SNS での発信やメディア（ケーブルテレビ等）の露出を増

やし、波佐の教育環境の良さを外部にアピールしたい。教

育移住で成功している隠岐の海士町例などノウハウを参考

にすべきだ。 

・小学校全校生徒が現在 11 名。教員スタッフは 14 名。今年

6 年生が五人卒業する。来年度の新入生は０。このままだ

と在校生が 5 名となる。 

それでもなんとか小学校と子供たちを守りたい。 

・コミュニティスクールに関して波佐は昔からだきている。 

・安易な統廃合は合わない。とはいえ、生徒が一人になって

しまうと・・・。不登校の子供たちに波佐へ田舎留学して

はどうだろうか。小さいから大きいところへ行くのではな

く、大きいところから小さいところへ来てもいいのでは？ 

【産業建設委員会】100 年先に残したい浜田の食 

・「明治屋のサバ寿司」も後継者がいない。希少価値がある

この味が途絶えることは地域にとって大きな損失になる。

「漁師鍋（サバの煮食い）」や「うずめ飯」など、地域特

有の食文化があるが、高齢化と後継者不足による継承が課

題となっている。 

・民泊などでは都会客に喜ばれるが、家庭で作る機会は減っ

ている。技術を継ぎたい若者など、後継者を探す仕組や行

政によるマッチング支援がほしい。 

・地域の若者が地元産「わさび」の醤油漬けの瓶詰販売とい

う新しい取り組みを始めている。「ふきのとう」や「わさ

びの葉」などが若者の視点で貴重な食材・商品になる。 

・高齢化で自家用菜園を辞める人が多く、田舎でも「作る

人」より産直市で「買う人」の方が増えており、このまま

だと「食材の産地」としての機能も失われる。 
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自由意見 

【総務委員会】 

・不登校児童が増えていると聞いている。その子を含め、廃

校の学校(小規模学校)を活用した自然体験を経験するプログ

ラムなど推進してみては。 

【文教厚生委員会】 

・学校給食に地元の食材を使いたいが、浜田市の入札制度が

障壁になっている。江津市では、地元の農家（産直）が優先

的に納入できるシステムを構築している。浜田市も制度の

見直しをすべきだ。 

・浜田市は企業誘致はしているのか？製造業で人が集まるよ

うな事を市でやってほしい。優良企業が来てくれないだろ

うか？大学がせっかくあるのに、今のままだと浜田市内に

就職先がない。勿体無い。浜田市は日本一の美肌の湯。食

事処無いのは何故か？ 

給食の自給自足をすべき。江津を見習うように。 

【産業建設委員会】 

・「日本一の美肌の湯」を宣伝する保養センターの建て替え

計画に「食堂（レストラン）」がないのが残念。「風呂に入

って、おいしいものを食べて帰る」のが温泉客の目的なの

に食堂がなければ誰も来ない。セットで考えるべきだ。 

 

   令和 8 年 5 月 18 日  小 川  稔 宏  


